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感光域との関係および光導電機構について考察を行なったもので，序論，第 1 編，第 2 編および結論か
ら成っている。
序論では，本研究の目的とその内容についての概要を述べている。
第 1 編は 7 つの章からなり，第 1 章では，ピリリウム環を側鎖にもつポリマー増感剤を合成し，低分
子ピリリウム塩と同程度の増感効果を示すことを明らかにしている。







第 5 章，第 6 章では，モノメチンあるし、はトリメチン構造を有するベンゾチアピリリウム塩を合成し，
原料の種類による生成物の増感効果，感光域への影響について考察している。また，原料を適当 i乙選ぶ
ことによって感光ピーク波長を 870 nm の近赤外域にまで移行させうることを明らかにしている。




第 2 編は， 3 つの章からなり，第 1 章では，光電流の測定より，光によって発生するキャリアは正子し
であること，量子効率は増感剤を添加することによって増感剤の吸収域においては勿論，ポリピ、ニルカ
ノレパゾールの固有吸収域においても増大することを明らかにしている。
第 2 章では，量子効率の電場依存性について調べ，増感剤の種類によって量子効率の電場依存性が左
右されることを明らかにしている。
第 3 章では，ポリビ、ニルカルバソール，増感剤の分散系における蛍光の消光について検討し，大きな
増感効果を示す増感剤ほどポリビ、ニルカルバソ、ールの蛍光を大きく消光することを明らかにしている。
結論では，本研究で得られた結果を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は，電子写真用感光材料の応用，とくにスライド作成機用の感光フィルム iζ適した新しい増感
剤を開発する目的で，各種のベンゾチアピリリウム塩， トリアリルカルボニウム塩を合成し，増感剤の
化学構造とポリピニルカルバゾール誘導体に対する増感効果，感光域との関係および光導電機構につい
て一連の検討を行なったもので，その主な成果を要約すると以下の通りである口
(1) 増感剤の分子構造中にメトキシル基を導入すると増感効果を高められる乙とを見いだし，とくにク
リスタルバイオレットのジメチルアミノ基をメトキシル基に置き換えることによって，その増感効果
は約 10 倍にもなることを明らかにしている。
(2) ベンゾピリリウム塩をそのロイコ塩基と反応させることによって，もとのベンゾピリリウム塩より
も高増!毒性で， しかも長波長域に吸収(感光域)をもっ新しいベンゾピリリウム塩が得られることを
明らかにしている。
(3) 感色性，熱安定性という実用的な観点から骨格構造としてモノメチン構造を有するベンゾピリリ
ウム塩が優れている乙とを明らかにしている。
¥4) 光導電機構に関しては，ポリビ、ニルカルバゾールと光学的に励起された増感剤との聞の電子の移動
によって生成された電荷移動錯体が，熱的な活性化を受けてキャリア(正孔)を発生するものと結論
している。
以上の研究結果は，高分子化学，高分子物性の基礎ならびに工業的応用の発展に寄与するところが大
きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める口
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